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■昭和 26 年 1 月 2 日

第 1 回全国地区対抗大学大会

　　　　　　　　　（瑞穂ラグビー場）

★第１回戦

　　 西南学院大　36 － 0　愛知学大

　　　（北九州）　　　　　　（東海北陸）

　　　松山商大　 9 － 9　東北学院大

　　　（中四国）　　　　　（東北）

　　　　宮崎大　13 － 3　関　大

　　　（南九州）　　　　　（近畿）

　　　北大水産　27 － 3　青山学院大

　　　（北海道）　　　　　（関東）

■昭和 26 年 1 月 4 日

風上に陣した西南は盛んにキックをあげ、

一方的に宮崎を圧迫し、6 分、9 分、19 分とゴー

ルを陥れた。これに対し宮崎はハーフの連絡

悪くＴＢパスが全然物にならず。加えてめく

らパスで自ら窮地に陥り西南に前後半とも押

しまくられた。

　　（「毎日新聞」より）

■昭和 26 年 1 月 6 日

第 51期（1950 年度） 監督／速水　伝吉
Ｓ 25.4 ～ 26.3

51 期メンバー

●旧制専門学校
■ 3 年生　横野　信義・坂本　　譲
　　　　　宗　　博之・高橋　逸郎
　　　　　満田　譲二・吉田　喜剛
　　　　　本城　瑞穂・松下　博之
　　　　　三隅　哲夫・宮下　正義
■ 2 年生　森　　　明
■ 1 年生　小出　勝昌・藤　三千夫
　　　　　藤本　清純・萩原　静雄
　　　　　草場　　勲・松津　道俊
●新制大学
■１年生　秋吉　　元・大久保富雄
　　　　　岡本　信弘・楠川　慶一
　　　　　中田　主基・平塚九州男
　　　　　右田　和雄・山崎　　満
　　　　　播磨　　淳・佐々倉千秋

準決勝戦　西南・北大決勝へ

北大水産　6　　　　　3　松山商大6－0
0－3

西南学院大　46　　　　 0　宮崎大
23－0
23－0

島田文
新　田
高　橋
黒　木
長谷川
長　友
貴　島
内　田
大久保
江　藤
村　上
海江田
田　方
矢　野
島田良

平　山
右　田
横　野
坂　本
山　崎
宮　下
高　橋
佐々倉
　榊　
中　田
岡　本
吉　田
　宗　
満　田
楠　川

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

西南学院大が初優勝　―新制大ラグビー
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第 1 回新制大学ラグビー大会最終日、西南

学院（北九州）対北大水産（北海道）の優勝

戦は、6 日午後 2 時から名古屋ラグビー場で

挙行。技巧に優る西南学院が初優勝を遂げた。

概評： 試合は 19 分、西南の吉田が 1 ゴー

ルをあげたまま一進一退で、前半はむしろＦ

Ｗドリブルに一貫した戦法をとった北大の方

がゲームをリードしていた。後半に入ってか

ら北大はＦＷがスクラムでなどキープを濫用

しすぎバックスへの送球に時間を浪費したの

は感心出来なかった。かくてゲームは 5 対 0

のまま進まず、この間北大はゴール前のスク

ラム・トライを再三失敗するにおよんで、こ

れまで元気に戦った FW も集散が急に遅く

なった。これに反し西南はスタンド・オフが

大きくパントしては北大の後陣を脅かし 28

分ゴール前でスクラムを回してのトライはさ

しも白熱したゲームに最後の止めを刺したも

ので 31 分北大も米谷のトライで 3 点を返し

たが、時すでに遅く遂に西南の優勝となった。

　（「伊集院氏の資料」より）

9 日の対関学戦に勝ち、文字通り学生界の

王座をしめた早大ラグビーチームは福岡に来

征。小倉で 12 日全九州学生選抜軍、15 日福

岡平和台で全九州軍と対戦する。

早大はフォワード、バックスともに平均の

とれた好チームだ。早大が誇る重量フォワー

ドはロック橋本を中心に、フロントロー他殆

んど超ド級で固め、タイトルーズラインアウ

トの球の支配などに恐るべきものがあり、８

人一体のオープンへの展開は注目に値する。

HB は軽快な動きをみせる下平、小山、TB は

横岩、青木の快足、ウイング。攻撃面ではエー

ス新村が参加して強力フォワードと快足バッ

クスで伝統の「ゆさぶり」を完成している。

学生選抜軍は全国新制大学の覇者西南学院

を中心に、商大、九大に高校の新鋭が加わっ

ているが、早大の強力な前後衛にどれだけ食

い下がるかの興味があり、技術・体力ともに

相当の開きがあるので、30 点ぐらいの差が

つくのではあるまいか。

＊九州学制選抜軍

監督 / 新島（明治 OB）

FW　 小出（西南）・右田（西南）

　　　横野（西南）・田中（福商大）

　　　坂本（西南）・西村（九大）

　　　佐々倉（西南）・高橋（西南）

　　　松重（福高）

HB　 松本（小倉高）・中田（西南）

TB　 藤井（修猷館）・岡本（西南）

　　　日田（福高）・宗（西南）

　　　星加（小倉高）・渡（福高）

西南学院大　8 　　　　3　北大水産5－0
3－3

三　〓
福　原
弦　巻
上　林
木村光
　坂　
横　山
木村淳
武　長
橋　本
菅　原
米　谷
岩　間
平　川
石　高

平　山
右　田
横　野
坂　本
山　崎
宮　下
高　橋
佐々倉
　榊　
中　田
岡　本
吉　田
　宗　
満　田
楠　川

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

早大ラグビー迎え撃つ
12 日（小倉）全九州学生
15 日（福岡）全九州

●戦評
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　　　秋吉（修猷館）

FB　 吉田（西南）

（昭和 26 年 1 月 10 日「夕刊フクニチ」より）

学生ラグビー界の王者早稲田大学対九州学

生選抜軍との試合は 12 日小倉豊楽園で小倉

高対東筑高オープン戦のあとをうけ午後３時

15 分から挙行。19 対３で早大に凱歌があがっ

た。

◇ FW 橋本以下６名のレギュラーを落と

した早大は闘志でぶつかった九州学生軍の前

に意外にも苦戦に陥り、とくに HB 三野の若

さのためバックの活躍思うにまかせなかった

が猛烈なルーズ・タイトと TB の俊足で確実

にチャンスをものにして面目をほどこした。

西南を中心とした九州軍は合宿練習でよくま

とまり善戦したのは賞されてよい。

（昭和 26 年 1 月 13 日「西日本新聞」より）

昭和 26 年・坂本　譲

新制大学全国大会第１回戦。私共がユニ

フォームに着替え、スパイクの紐を締めてい

る時の事であった。宮崎大学の河野教授（後

の西南ラグビー部長）が我がチーム速水監督

の許へ来られた。

私共は、その 2 年前インカレ 3 連覇の時に

宮崎で共同の合宿をしていたから河野教授をよ

く存じ上げていたので何等違和感はなかった。

「速水さん」と河野教授。「何ですな」「今

日、関大との対戦のことやがね！　今日は

キック＆ Rush １本やりで行こうと思うとる

とやが」「う～ん、よかと思うばい。宮崎は、

FW もしっかりしとるし、あなたの気合で、

FW、BACKS が一斉に動けば面白いと思う

よ。3 回続けて成功すると相手はびびる。こ

れが、色々手練手管をするよりも、初めに決

めてしもうたら希みがあると思うよ」「そう

ねぇ。それじゃ」

果たして当日の宮大−関大戦は徹底した宮

崎の Up ＆ Rush 作戦。私は人知れず御二人

の会話を聞いていただけに興味深々で試合を

見た。宮大 13 － 3 関大。やはり宮崎、河野

イズムを忠実に実行。第１回戦勝利。ヨカッ

タネ宮崎。それにしてもキックがよかった。

これは当日。誰も気付かなかった、両監督

の会話であった。

そして準決勝。宮崎戦に西南は宮崎のお株

を取って、徹底して Up ＆ Rush を仕掛け、早

い球出しをバックに回し勝利を奪い取った。

早　大　19　　　　 3　九　州8－3
11－0

小　出（西南）
右　田（西南）
横　野（西南）
田　中（福商大）
高　橋（西南）
松　重（福高）
西　村（九大）
佐々倉（西南）
山　本（小倉）
中　田（西南）
岡　本（西南）
吉　田（西南）
山　田（福高）
星　加（小倉高）
藤　井（修猷）

高見沢
石　橋

林　
平　井
〓　井
藤　井
伊　藤
原　田
三　野
新　村
川　原
小　山
佐　月
横　岩
大　藤

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

●想い出の記

●戦評
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第 52期（1951 年度） 監督／速水　伝吉
Ｓ 26.4 ～ 27.3

■昭和 26 年 11 月

全国地区大学対抗戦スケジュール

○大学の部

三連勝記念写真

第２回全国新制大学ラグビー大会
1952 年 1 月（名古屋瑞穂にて）

52 期メンバー

■４年生　森　　　明（旧姓 榊）
■ 3 年生　荻原　静雄・藤　三千夫
　　　　　藤本　清純・草場　　勲
　　　　　小出　勝昌
■ 2 年生　秋吉　　元・中田　主基
　　　　　右田　和雄・山崎　　満
　　　　　播磨　　淳・岡本　信弘
　　　　　楠川　慶一・大久保富雄
　　　　　平塚九州男・佐々倉千秋
■ 1 年生　高橋　和臣・池田　欣一
　　　　　伊藤　申吉・本田　博士
　　　　　大上　昭雄・山本和好
　　　　　大山　浩司（旧姓 長）
　　　　　藤田　浩三・山崎　恵淳
　　　　　水野　能栄・岡部　秀安

福
岡
商
大

北
九
外
語
大

福
岡
商
短
大

西
南
学
院
大

福
岡
学
芸
大

久
留
米
大

九
大

25 日

18 日 18 日 18 日

25 日
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この試合の勝者 2 校は準決勝へ進出　他支

部の勝者と 12 月 1、2 日に熊本で行われる九

州大会に進出する

■ 26 年 11 月 25 日

評：商大はキックオフ後バックスの突進で

先取得点をあげ、強引に西南に食い下がった

が、前半中ごろから調子をだしてきた西南は

徐々に地力を発揮、バックスの好走で順当に

商大を破った。商大の FW はむしろ西南より

も優勢に戦ったが走力が FW、TB とも西南

に比して劣っていた。

（村上）

　　

　長崎大学　24 － 3　熊本短大

評：長崎大学はタックル、セイブィングよ

く順当な勝だったがスクラムハーフ、スタン

ドオフの球の持ちすぎが多くチャンスを逸し

ていた。これがなければ得点差はまだひらい

ていたかもしれない。熊本短大はファイトな

く FW・TB とも乱れがちで練習不足を思わ

せた。

■昭和 26 年 12 月 2 日（熊本工大）

九州大会決勝

評：長崎がどこまで西南に食い下がるかが

問題であったが、西南はキックオフ直後から

長崎のラインを突破して高橋、岡本、大上ら

の力走からたてつづけにトライをかさねて快

勝した。技術的には一段の開きがあったが、

長崎は最後まで健闘して後半 1 ゴールを返し

たあたり賞されてよい。     　　　  （村上）

西南学院大　78 　　　　0　福商短大48－0
30－0

　浦　
土　牛
草　〓
大　〓
高　柳
藤　田
小　田
金　子
上　田
江　藤
豊　田
宮　原
松　原
山　藤
照　野

山　本
秋　吉
藤　田
藤　本
平　塚
石　田
　長　
佐々倉
岡　部
中　田
岡　本
高　橋
中　村
大　上
　藤　

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

九　大　25　　　　 0　福学大
9－0

16－0

西南学院大　25　　　　 3　福商大
14－3
11－0

九
州
大
学

西
南
学
院
大
学

長
崎
大
学

宮
崎
大
学

西南学院大学

340220

535

西南学院大　53－5　長崎大

副　島
大　場
今　村
近　藤
濱　田
佐　藤
加　茂
一ノ瀬
林　田
竹　内
新　貝
田　中
豊　田
松　田
松　川

山　本
秋　吉
麻　田
平　塚
藤　田
石　田

　 長　
佐々倉
岡　部
中　田
岡　本
高　橋
秋　吉
大　上
楠　川

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

●戦績
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■ 27 年 1 月 2 日（瑞穂ラグビー場）

西南、神商大に楽勝。

第 2 回全国新制大学ラグビー大会第 1 日目

は、2日名古屋市瑞穂ラグビー場で挙行した。

■ 27 年 1 月 4 日

「西南学院、勝ち進む」

～全国新制大学ラグビー

全国新制大学ラグビー大会第 2 日は午後 1

時から挙行。北九州代表の西南学院、関東代

表の学習院がそれぞれ楽勝、決勝戦に進んだ。

■ 27 年 1 月 6 日

「西南再び全国制覇」

～新制大学ラグビー大会

第 2 回全国新制大学ラグビー大会最終日西

南学院対学習院決勝戦は 6 日名古屋瑞穂ラグ

ビー場で挙行。西南は昨年度に引続き優勝し

た。

評：雨のため学習院が得意とするオープン

戦法をさまたげ、FW に 1 日の長ある西南の

大勝に終った。学習院は前半良くボールを

バックに回したが雨のためボールがキープで

きず、ノックオンをくりかえしてチャンスを

失って西南の攻撃を許した。

8－0
20－0西南学院大　28　　　　 0　学習院大

松　平
三　樹
稲　川
南　島
百　尾
武　内
瀬　川
三　宇
金　田
岩　村
遠　藤
大　倉
本　間
植　田
垂　井

山　本
小　出
麻　田
手　塚
藤　本
石　田
　長　
佐々倉
　榊　
中　田
岡　本
高　橋
秋　吉
松　津
楠　川

ＦＷ

ＨＢ

ＴＢ

ＦＢ

13－0
21－0

西南学院大
（北九州） 34　　　　　 0 神戸商大

（近畿）

8－0
14－9

北大水産学部
（北海道） 22　　　　　 9 長 崎 大

（西九州）

九　大　25　　　　 0　福学大
9－0

16－0

西南学院大　25　　　　 3　福商大
14－3
11－0

●戦績
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第 53期（1952 年度）



103 ◇◆103 ◇◆

●想い出のアルバム
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●想い出のアルバム
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●想い出のアルバム
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第 54期（1953 年度）
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●戦績
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●想い出のアルバム
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●想い出のアルバム
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「スタンドオフ物語」

今回登場する中田主基は、現在 64 歳。昭

和 20 年代から 30 年代にかけて九州・福岡

を中心に SO として活躍した人である。修猷

館、西南学院大、九州電力、そして全九州を

舞台に頭脳的なプレーで存分に暴れ回った。

そして「九州に SO の中田あり」という声が

関東でも広まっていた。時代が国際ゲームの

ないときであって、日本代表のような華やか

な略歴はもたないが、中田の存在は全国から

注視されていた。現役引退後も九州電力監

督、全九州監督、九州ラグビー協会理事とし

て活躍したのだが、ラグビーに対する情熱は

現在も衰えをみせていない。

昭和 28 年、西南学院大 2 年生のとき、中

田は初めて全九州に選ばれる。以後 10 年間、

全九州の SO として欠かすことなく選抜さ

れ、この記録は現在に至っても破られていな

い。当時の全九州といえば、八幡製鉄（現新

日鉄八幡）全盛のときで、全九州のパワフル

な FW の背後で、中田の独特のパスワーク、

正確なコントロールで狙ったところに落とす

キックは、冴えに冴え渡ってチームを自在に

動かした。

このような中田のプレーを、じっと見守っ

ていた 1 人の新聞記者がいた。朝日新聞社福

岡総局にいた松岡洋郎記者で、早大ラグビー

部の SH として活躍し昭和 23 年の早明戦で、

SO 堀とコンビを組んで快勝したキャリアを

もち、後にラグビー記者として健筆を振るっ

た人である。その松岡記者から当時の西野網

三早大ラグビー部監督に「中田を早大に入学

させるべきだ」という報告がなされている。

ずば抜けた SO としての才能を見抜いての報

告だった。

西野監督も大乗り気で、編入試験を受ける

よう指示し、松岡記者も積極的に説得にいか

かった。中田自身もこの話に心をはずませ

る。そのころの修猷館、福岡高からは次々と

関東大学ラグビーの中心だった早大、明大、

慶大に入って、ぐんぐん力をつけたプレイ

ヤーが輩出しており、中田が「おれも関東大

学ラグビーでやってみたい」と考えたのも当

然の話だったのである。しかも次兄（本城）

の慶大 SH としてのプレーぶりが福岡の新聞

に報道され、関東への憧れは人一倍のものが

あった。

だが、この早大への編入は結局は実現しな

かった。「いろいろ理由はありました」と苦

笑して中田は詳しいことを語らないが、その

後西南学院大を卒業して九州電力に入社して

いる。「早大へ入っても二軍で終わっていた

かもしれないし、そうなれば九電にも入れな

かったでしょう」というが、これは中田なら

ではの謙遜である。確かにそのころの早大

SO には、名手とうたわれた新井茂裕がいた。

ここでまた「たら、れば……」になるのだ

が、もし中田がこのとき早大に入っていたな

ら「日本でも３本の指」に入る SO になって

いたろう」と今でも惜しそうに語る人が何人

もいるのである。しかし、現実は違うものに

なった。

人の歴史にはさまざまなターニングポイン

トがあって、中田が西南学院に残る決意をし

たのも、その１つといえるだろう。そして

地元の大企業である九州電力から誘われて

入社、以後のラグビー人生は充実したもの

になった。そして、SO として独自のプレー

ラグビーマガジン社の編集した「スタン
ドオフ物語」（1997年2月号）の中に、
中田主基君が取材された。以下、その発
表記事を転載する。
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に磨きをかけていったのである。その中田

の SO 論は、今でも十分通用し、現代の若い

SO にとっても耳を傾ける必要性のある基本

が含まれている。

――中田さんは修猷館時代からラグビーを始

め、32歳までSOの現役を続けたのだけど、

その体験から得た「SOとはなんぞや」とい

うことからお聞きしたいんです。

中田　うーん。（しばらく考えて）やっぱり

いつも16人目のプレイヤーになりたいと思っ

てプレーしたことかな。16人目というのは、

素晴らしいラグビーに対する私の思い込みと

いっていいでしょう。いつもフォローするこ

とを頭において、WTBの外につくとかCTB

の間に入るとかね。それもルールが変わって

からは、SOはこんなヒマなポジションはな

いわけで、思いっきり16人目のプレーがいつ

もできるようになりましたものね。

――なるほど。

中田　あとは自分の段取りを考えることか

な。段取りが8割で仕事が2割です。SOは一

番最初にボールを取って命がけでプレーし処

理して、あとはゆっくり自分はこうするんだ

という段取りを考えられるポジションなんで

す。私はこれが楽しみでね。あいつを喜ばせ

てやろうか、こいつはその後で喜ばせてやろ

うか、ということまで考えていました。後ろ

から情報を与えるために声を掛けるとか、自

分で空間を考えるとか、そういった先読みが

私なりに楽しかったものです。

――SOにとってパス、キックの技術はもっ

とも大事なものでは……。

中田　その通り

です。私はその

基礎的なものを

修猷館のときか

ら、びっしり叩

き込まれまして

ね。いい先輩に

教わりました。

早大を出た堀さ

んと立大で活躍

した牧さん、このお二人に手取り足取りコー

チを受けました」。パスは絶対に落としては

いかん。そのためにも取りやすいパス、ちょ

うどヘソの前にくるようなパスをほうれと

か、口やかましくいわれたな。毎日パス500

本とか、キック練習は1時間とか……。

――うん、うん。

中田　西南学院大時代はラグビーはハンドリ

ングゲームで、キックはボールを離してしま

うのだから、よほど考えて蹴らにゃならんと

か、先輩によくいわれたけど、修猷館時代か

ら継続、展開ということはいわれたし、その

原点は継続するためにはボールを落とさんこ

とから始まるのだと考えていました。NZの

本をみたら同じこと書いてましたよ。

――ところで修猷館の監督だった今井さんの

猛練習は、今でも語り草になってますね。

中田　そりゃもうひどい練習でした（笑）。

グラウンド横の菓子屋のおばさんが「まあ子

犬がごと、走らされちょる」（笑）といって

呆れていたほどで、我々は泣きながら「殺

せー、殺せー」といって走ってました。だけ

ど、教え上手の牧さんから、パスしてからど

のようなフォローをするか、コース、タイミ

ングの取り方とか教わって、これが私のプ

レーの軸になったと思います。

●想い出の記

段取り８割仕事２割

中田主基　私のスタンドオフ論

1997 年当時の中田
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――修猷館が東京で行われた国体で優勝した

のが昭和24年……。

中田　ええ、そうです。準優勝でそれまでど

うしても勝てなかった秋田工を破ってね。決

勝は村野工に9―6で勝ちましたよ。いまの高

校生には想像もつかないだろうけど、食い物

がなく米が配給されていた時代で、選手は1

日2合5勺の米を持って遠征したんです。

――どんなゲームだったんだろう。

中田　バックスにどんどん展開してね。今考

えてもカッコよかったと思います。得点もす

べてバックスだったし、そのときのプレーを

早大関係者が見ておられたようで、早稲田の

ラグビーにぴったりと思われたようですな。

後に早大に来ないかと誘われたのも、このと

きの印象があったからじゃないかな。

――なるほど。

中田　まあ、国体での全国制覇をいい記念に

して修猷館を卒業して、西南学院大に入りま

した。ライバル福岡高からも何人か入ってき

て、西南はそれなりの力はあったと思うけ

ど、もっぱら名古屋の新制大学大会の常連で

したね。当時の西南学院は修猷館のそばに

あって、しょっちゅう一緒に練習してね。

SOの平島君（慶大、横河電気、日本代表）

の指導役を私がやってね。平島君は根性もん

で、私がむちゃくちゃな無理難題を仕向け

ると、砂をぶっかけて反抗してきましたよ

（笑）。

――そして、西南学院大2年のとき編入とい

う形で、早稲田、慶大という関東大学の中心

のチームからこないかという誘いがあった。

結果からいうと、中田選手はかなり心が動い

たと思うのだけど、行かなかった。なぜ行か

なかったのだろう。もしあのとき、中田主基

が東京の舞台でプレーしていたら、日本を代

表するSOになったろうと、今でもいわれて

います。中田さんのようなケースは日本全国

至るところにあって、中央に来ていたら、日

本を代表する選手になっていたろうと考えら

れるケースはかなりあります。

中田　（遠くを見るような目でしばらく考え

て）行かなかったのではなく、行けなかった

のです。、兄貴も親戚も数多く関東の大学ラ

グビーで活躍していたし、そりゃ行きたかっ

た。中央でやってみたいという思いは強かっ

たな。東京へ行って秩父宮ラグビー場をみ

て、何回も何十回もここで思い切ってプレー

してみたいと思いました。これは、ラグビー

をやっているものにとって共通の思いでしょ

う。

――なるほどね。

中田　早大と慶大のラグビー部の合宿所も

みにいきましてね。どっちも汚かったんだ

けど、慶応の方が少しはましだったかな

（笑）。当時、私の兄貴（SH本城）が慶応

でバリバリやっていてね。この兄がめちゃめ

ちゃやっていたけど、慶応の校風というか、

いいなあと思いましたね。でも、さばざまな

ことがあって詳しくはいえないけど、泣く泣

く東京へ行くことを断念しました。

――ふーん。

中田　でも地元に残ったことは、今考えてみ

るとよかったと思うんですよ。福岡県の大企

業である八幡製鉄と九州電力から来ないかと

誘われたし、東京の大学チームで二軍生活し

てたら、まず誘われなかっただろうし、九州

のラグビーに少しは貢献というとおこがまし

走るスピードには
瞬発力と予期がある

●想い出の記
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●想い出の記

いが、なんらかのお手伝いできたのも、地元

に残ったからできたんです。結局、九電に入

社したんだけど、私はラグビーで入ったわけ

でね。10年はプレーするぞって腹に決めて、

32歳までやりましたよ。

――なるほど。

中田　最初はラグビーができなくなったら九

電をやめようと思っていたんです。だけど逆

にラグビーできなくなって会社やめたらプロ

じゃないかと考え直して、そのままずっとで

す。

――それから、ずっと九電、全九州のSOと

して活躍した……。

中田　いやいや、全九州とフランスの学生

チーム（PUC）のゲームでですよ。相手の

FBにポロッとボールをもぎとられてトライ

されちゃった。ああ、これで私のラグビー人

生終わったと思ったりね。いろいろありまし

た。でも当時の全九州は面白かった。八幡製

鉄、三井化学、そして九電とか個性豊かなサ

ムライがそろっていましてね。いうならば感

情的なチームで（笑）やるときはやるが、や

られだしたらあっというまに点を取られてし

まったけど、楽しいチームでした。朝日招待

でやってくる関東大学の優勝チームには、ほ

とんど負けなかったものね。

――ところで、中田さんの目から見た現在の

日本のラグビーについての考えを聞かせてく

ださい。

中田　私はついこの間も鹿児島へ行ってゲー

ムをやってきたけど、つくづく思うのは、若

いときも年とってやるラグビーも、一番大事

なのはスピードなんだなということです。今

の学生のゲームをみていると、なにやらサイ

ンを出して、CTB辺りで意図的にポイント

を作っているでしょう。それもみんな相手に

読まれるようなプレーです。意図的にポイン

トを作るのが作戦だなんていってるけど、こ

れはどうみてもおかしいですね。自然にポ

イントができたときにすぐ対応できるかどう

か、これだと思うんだけどね。

――その通りですね。

中田　私はいつもスピードというものは2つ

あると考えています。1つは走るスピード、

瞬発力のあるスピードですね。もう1つはエ

キスペクティング、つまり予期するスピード

というか、次の瞬間どこにどういったスピー

ドで行くかを考えること、これがSOいとっ

て大事なんです。SOはパスしたあとどうす

るか、パスそのものが情報を伝えるようにな

ればいいし、声をかけることもいいだろうし

ね。

――なるほど。

中田　修猷館時代、攻めるとき相手のSOが

ディフェンスにくるとき、第１CTBの目を

ちょっとお前に向けさせろって教わった。そ

の瞬間パスしたらお前の仕事は終わってると

いういんです。

――だれが。

中田　堀さんと牧さんですよ。ちょっとお前

に目を向けさせることだけで引きつけ、第１

CTBがすっと抜けるチャンスができるとい

うんです。凄い人たちに教わったと思います

よ。

――ところで今の日本ラグビーは面白いです

か。

中田　つまらんです。勝てばいいというラグ

ビーは好かんです。ワンパターンだし、なん

で真似のラグビーしかできんのか。なんで日

本人のラグビーを忘れてしまったのか。大き

い選手をそろえた方が勝つ、これはいけませ

ん。
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第 55期（1954 年度）
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●想い出の記
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●想い出のアルバム
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●想い出のアルバム
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●想い出の記
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第 56期（1955 年度）
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●想い出の記
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第 57期（1956 年度）
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●想い出の記
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第 58期（1957 年度）
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●想い出の記




